
※　一般病院は自治医科大学附属病院（南河内地区）石橋総合病院（石橋地区）・
小金井中央病院（国分寺地区）の３病院となる。
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Ⅳ　医療・社会福祉

①　一般病院・・・・下記の②～④以外で一般病床をもつ病院
②　精神病院・・・・精神病床のみの病院
③　結核病院・・・・結核病床のみの病院
④　感染症病院・・・感染症病床のみの病院

解　説

１．医療
（１）病床数と医療従事者数
一般病院の病床数に変わりはないが、医療従事者数は増加傾向にある。

一般病院の病床数と医療従事者数の推移
平成18年 20 22 24 26 28

病床数 1,394 1,394 1,394 1,394 1,394 1,394
医療従事者数 716 791 800 817 822 822

※資料：栃木県保健統計年報
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その他 0人

結核 1人

悪性新生物
146

糖尿病 5人

神経系の疾患12人

高血圧性疾患 0人

心疾患
76人

脳血管疾患
55人

呼吸器系疾患
75人

消化器系疾患 21人 老衰
42人

不慮の事故 13人

自殺 11人

（２）死因別死亡者数
死因第１位は悪性新生物であり、次いで心疾患、呼吸器系疾患となっている。

平成28年死因別死亡者数
単位：人
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※　悪性新生物とはガンのことである� 資料：栃木県保健統計年報
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　介護保険は、40歳以上の皆さんが保険料を負担し、介護を必要とされる
方やその家族が抱えている介護の不安や負担を社会全体で支える制度です。
○第１号被保険者…市内に住んでいる65歳以上の方
○第２号被保険者…�市内に住んでいる40歳から64歳までの医療保険に加

入している方

解　説

２．介護保険
（１）被保険者数と要介護者数
介護保険第２号被保険者数に変化はないが、第１号被保険者数は年々増加し、
それに伴い要介護者数も上昇している。

介護保険者数と要介護者数の推移
単位：人

平成18年度 21 23 25 27 29
第1号被保険者数 10,073 11,003 11,400 12,359 13,338 14,077
第2号被保険者数 20,238 20,950 20,968 21,249 20,942 20,711
40歳未満人口 28,894 27,439 27,077 26,053 25,151 24,727
市人口 59,205 59,392 59,445 59,661 59,431 59,515
要介護者数 1,322 1,422 1,576 1,782 2,087 2,125

資料：介護保険事業状況報告

−25−



0

500

1000

1500

2000

2250

平成18年度

要介護５

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

20 22 24 26 28 29

（２）要介護者数内訳
平成18年度から28年度にかけて要支援者、要介護者ともに増加している。

要支援者、要介護者数内訳
単位：人

平成18年度 20 22 24 26 28 29
要支援１ 95 76 122 145 169 193 192
要支援２ 106 137 142 201 237 261 257
要介護１ 294 266 262 320 392 435 460
要介護２ 232 251 310 354 374 371 384
要介護３ 195 259 222 256 290 316 315
要介護４ 223 224 244 231 264 300 280
要介護５ 184 175 219 266 223 224 237

資料：介護保険事業状況報告（各年度末現在）

要支援
　日常生活上の基本動作についてはほぼ自分で行うことが可能だが、日常
生活動作の介助や現在の状態の防止により要介護状態となることの予防に
資するように、手段的日常生活について何らかの支援を要する状態。

要介護１～５
　日常生活上の基本的動作についても自分で行うことが困難であり、何ら
かの介護を要する状態。数字が大きいほど介護の必要性が高いことを示す。

解　説
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（３）サービス施設利用者数

老人福祉施設、老人保健施設の利用者数は増加しているが、介護療養型医療
施設の利用は減少傾向である。

サービス施設利用者数の推移
単位：人（延べ人数）

平成18年度 20 22 24 26 28 29
介護老人福祉施設 1,528 1,704 2,131 2,240 2,455 2,480 2,642
介護老人保健施設 1,277 1,303 1,409 1,557 1,390 1,464 1,369
介護療養型医療施設 67 81 94 78 38 35 50

資料：介護保険事業状況報告年報

介護老人福祉施設・・・常時介護が必要で居宅での生活が困難な人が入所
して、日常生活上の介護が受けられます。

介護老人保健施設・・・状態が安定している人が在宅復帰できるよう、リ
ハビリテーションを中心としたケアを行います。

介護療養型医療施設・・急性期の治療を終え、長期の療養を必要とする人
のための医療施設です。

解　説
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生活保護世帯数
単位：世帯

世帯数 人数 保護率 世帯数 人数 保護率
宇都宮市 6,561 8,676 1.67 真 岡 市 627 864 1.09
足 利 市 1,248 1,533 1.03 大 田 原 市 519 673 0.89
栃 木 市 1,127 1,478 0.89 矢 板 市 227 274 0.82
佐 野 市 930 1,160 0.98 那須塩原市 808 1,047 0.89
鹿 沼 市 536 660 0.67 さ く ら 市 216 282 0.63
日 光 市 655 830 1.00 那須烏山市 123 175 0.65
小 山 市 1,125 1,468 0.88

平成27年度の平均

参　考

３．生活保護　
平成18年から現在にかけて生活保護世帯数、人数ともに倍以上に増加して
いる。

生活保護世帯数と人数の推移
平成18年 20 22 24 26 27

生活保護世帯数 130 149 216 275 307 318
生活保護人数（人） 182 212 316 390 417 425
市　人　口　（人）59,205 59,488 59,483 59,653 59,657 59,431
生活保護率（％） 0.31 0.36 0.53 0.66 0.70 0.71
１年間の合計を12ヶ月で割った平均� 資料：栃木県統計年鑑　市人口は各年の10月1日のもの
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